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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 133,787 2.4 △2,500 － △2,760 － △3,156 －

2021年３月期第３四半期 130,701 △20.6 1,245 △57.0 320 △81.6 △2,090 －
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 △584百万円( －％) 2021年３月期第３四半期 △2,032百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △169.86 －

2021年３月期第３四半期 △112.20 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 147,589 53,332 26.5

2021年３月期 136,714 55,032 29.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 39,164百万円 2021年３月期 40,305百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 8.00 8.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 195,000 6.2 1,300 △57.7 800 △66.4 △900 － △48.42

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 －社 （社名）－ 、 除外 －社 （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付６ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事
項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧下さい。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 18,712,244株 2021年３月期 18,712,244株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 125,021株 2021年３月期 128,901株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 18,585,569株 2021年３月期３Ｑ 18,629,323株

　
(注)１．期末自己株式には、「役員向け株式給付信託」により当該信託が保有する当社株式（前連結会計年度

95,100株、当第３四半期累計期間91,200株）を加算しております。
２．期中平均株式数(四半期累計)は、自己名義所有株式分を控除する他、「役員向け株式給付信託」により

当該信託が保有する当社株式(前第３四半期累計期間49,120株、当第３四半期累計期間92,859株）を控除
して算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等につきましては、添付資料２ページ「1. 当四

半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。収益認識会計基準等の適用による財政状態及び経営成

績への影響は軽微であります。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が依然として厳しい中、

ワクチン接種が進展し徐々に回復の動きを見せております。しかしながら、足元では感染力が強いとされるオミク

ロン株の発生により感染が再拡大し、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

自動車業界においては、前第１四半期連結累計期間に生じた新型コロナウイルス感染症による北米、欧州、アジ

ア地域での工場停止影響は解消しつつありますが、世界的な半導体不足の影響等サプライチェーンの混乱は続いて

おり、原材料高騰の影響も懸念され、前年同期の生産水準までの回復には至りませんでした。

こうした事業環境において当社グループは、2020年４月より第14次中期計画をスタートさせました。「限界突

破！世界中のお客様へこだわりのBest Oneを」との全社グローバル方針のもと、「Back to Basics」「Challenge

for New」を基礎として、お客さまに対して新たな価値を提供すべく受注拡大に努めた結果、日本・北米において

自動車メーカー５社より６車種の新規受注に繋がり、来年度以降の収益への貢献が見込まれることとなりました。

また、新型コロナウイルス感染症から生じた環境変化や課題に的確に対応し、サステナビリティを踏まえた新規受

注活動や新技術への取り組み、投資の最適化、各種改善活動、経費の削減等、方針の具現化に取り組んでおりま

す。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は133,787百万円(前年同期比2.4％増)、営業損失は

2,500百万円(前年同期は営業利益1,245百万円)、経常損失は2,760百万円(前年同期は経常利益320百万円)、親会社

株主に帰属する四半期純損失は3,156百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失2,090百万円)となりま

した。

セグメントの業績は次のとおりであります。

(日本)

主要得意先からの受注台数は新型コロナウイルス感染症や半導体不足等サプライチェーンの混乱が続いている

影響で減産となり、売上高は14,592百万円(前年同期比1.5％減)となりました。損益は、海外拠点への商品売上が

増加したことやコスト削減等の結果、営業利益310百万円(前年同期は営業損失106百万円)となりました。

(北米)

前第１四半期連結累計期間に生じた新型コロナウイルス感染拡大による工場停止影響は解消しつつありますが、

半導体不足等サプライチェーンの混乱が主要得意先の生産に大きな影響を及ぼし、工場の稼働停止や減産が長期

に渡り断続的に発生しました。結果、前年同期のコロナ禍を上回る得意先の生産減に見舞われたことにより、売

上高は77,163百万円(前年同期比3.6％減)、営業損失は4,226百万円（前年同期は営業損失1,032百万円）となりま

した。

(アジア)

半導体不足等サプライチェーンの混乱による主要得意先の減産は継続しておりますが、前第１四半期連結累計

期間に生じた新型コロナウイルス感染拡大による工場停止影響の解消により、売上高は42,031百万円(前年同期比

17.4％増)となりました。損益は、外注費、輸送費の増加等などの影響により、営業利益1,712百万円(前年同期比

36.6％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金は減少しましたが、現金及び預金、棚卸資

産、建設仮勘定の増加により、前連結会計年度末に比べ10,874百万円増加し、147,589百万円となりました。

負債は、支払手形及び買掛金は減少しましたが、短期借入金、長期借入金の増加により、前連結会計年度末に比

べ12,574百万円増加し、94,257百万円となりました。

純資産は、利益剰余金等の減少により、前連結会計年度末に比べ1,700百万円減少し、53,332百万円となりまし

た。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年11月4日付で公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,708 6,126

受取手形及び売掛金 31,578 24,366

商品及び製品 6,547 11,209

仕掛品 4,351 5,782

原材料及び貯蔵品 8,743 12,233

その他 2,744 3,770

流動資産合計 57,673 63,489

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,147 16,876

機械装置及び運搬具（純額） 32,880 34,046

建設仮勘定 9,034 13,733

その他（純額） 10,950 10,478

有形固定資産合計 70,012 75,135

無形固定資産 320 293

投資その他の資産

投資有価証券 6,995 6,980

その他 1,712 1,690

投資その他の資産合計 8,708 8,671

固定資産合計 79,041 84,100

資産合計 136,714 147,589

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,772 18,217

短期借入金 20,872 33,748

1年内返済予定の長期借入金 9,884 10,187

未払法人税等 658 347

役員賞与引当金 31 54

その他 8,182 8,765

流動負債合計 59,401 71,320

固定負債

長期借入金 16,943 18,285

役員退職慰労引当金 57 49

退職給付に係る負債 791 888

負ののれん 44 40

その他 4,443 3,672

固定負債合計 22,280 22,936

負債合計 81,682 94,257
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,790 6,790

資本剰余金 6,733 6,733

利益剰余金 26,559 23,239

自己株式 △64 △62

株主資本合計 40,019 36,700

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 490 452

為替換算調整勘定 △333 1,965

退職給付に係る調整累計額 128 46

その他の包括利益累計額合計 286 2,463

非支配株主持分 14,726 14,167

純資産合計 55,032 53,332

負債純資産合計 136,714 147,589
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 130,701 133,787

売上原価 119,140 125,721

売上総利益 11,560 8,065

販売費及び一般管理費 10,314 10,566

営業利益又は営業損失（△） 1,245 △2,500

営業外収益

受取利息 48 50

受取配当金 30 60

持分法による投資利益 61 －

為替差益 － 72

その他 148 167

営業外収益合計 288 350

営業外費用

支払利息 608 552

持分法による投資損失 － 22

為替差損 552 －

その他 51 36

営業外費用合計 1,213 610

経常利益又は経常損失（△） 320 △2,760

特別利益

固定資産売却益 13 83

補助金収入 1,572 －

投資有価証券売却益 6 4

リース解約益 － 84

特別利益合計 1,592 172

特別損失

固定資産売却損 12 8

固定資産除却損 66 55

新型コロナウイルス感染症による損失 2,558 －

特別損失合計 2,638 63

税金等調整前四半期純損失（△） △724 △2,651

法人税、住民税及び事業税 1,349 1,175

法人税等調整額 252 △313

法人税等合計 1,601 861

四半期純損失（△） △2,326 △3,512

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,090 △3,156

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △235 △355

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 141 △25

為替換算調整勘定 △5 3,012

退職給付に係る調整額 141 △82

持分法適用会社に対する持分相当額 15 23

その他の包括利益合計 293 2,928

四半期包括利益 △2,032 △584

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,987 △979

非支配株主に係る四半期包括利益 △45 394
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準）

当社及び国内連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下

「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとし

ております。

これにより、買戻し義務を負っている有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品

の期末棚卸高について「仕掛品」を認識するとともに、有償支給先から受け取った対価について金融負債を認識

する等、一部の取引について変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は518百万円及び売上原価は518百万円増加しております。利益

剰余金期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「その他」の一部は第１四半期連結会計期間より「仕掛品」に含めて表示し、前連結会計年度の連結貸借対照

表において、「流動負債」に表示していた「支払手形及び買掛金」の一部は「その他」として表示しておりま

す。また、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「売上原価」のマイナス処理をしてい

た一部の取引に関して、「売上高」に含めて表示しております。

なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度及び前第３四半期連結

累計期間について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社における四半期連結財務諸表の税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(損

失)に該当見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積りの仮定については、重要な変更はありません。
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（四半期連結損益計算書及び包括利益計算書関係）

一部の連結子会社において、政府等の要請にもとづき、拠点の稼働停止を実施した期間及び稼働時間を短縮した

期間にかかる休業手当等に対して政府から助成金を受給しております。当該助成金収入は、関連する人件費等（売

上原価751百万円、販売費及び一般管理費17百万円）と相殺して表示しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 14,821 80,073 35,806 130,701

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

10,475 896 2,004 13,376

計 25,296 80,970 37,810 144,078

セグメント利益又は損失（△） △106 △1,032 2,701 1,562

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,562

セグメント間取引消去 △317

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,245

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計

日本 北米 アジア

売上高

外部顧客への売上高 14,592 77,163 42,031 133,787

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

10,803 1,033 2,088 13,926

計 25,395 78,197 44,120 147,713

セグメント利益又は損失（△） 310 △4,226 1,712 △2,203

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 △2,203

セグメント間取引消去 △297

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △2,500

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の報告セグメント「日本」の売上高は518百万

円増加しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


